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今
年
の
初
頭
か
ら
世
界
中
に
感
染
が
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
者
が
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
報
告
さ
れ
て
い
な

い
国
は
、
五
月
一
日
の
時
点
で
国
連
加
盟
国
一
九
三
ヵ
国
の
う
ち

一
三
ヵ
国
で
あ
る
が
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
も
、
最
初
に
感
染
爆
発
を
起
こ
し
た
中
国

と
国
境
を
接
し
て
い
る
国
の
中
で
は
、
唯
一
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
実
際
に
北
朝
鮮
に
一
人
も
い

な
い
と
い
う
の
に
は
疑
わ
し
い
点
も
あ
る
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
が
、

早
く
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
強
力
な
対
策
を
実
施
し
て
き

た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
て
、
実
際
に
感
染
者
が
い
た
と
し
て
も
少
数

で
あ
ろ
う
。
そ
の
対
策
を
手
が
か
り
に
、
北
朝
鮮
の
感
染
状
況
や
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
を
考
察
し
て
み
た
い
。

早
く
か
ら
水
際
対
策
に
着
手

　

北
朝
鮮
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
早
く
か
ら
水

際
対
策
と
感
染
予
防
活
動
、
隔
離
政
策
を
進
め
て
き
た
。
ま
ず
、
一

月
二
二
日
ま
で
に
、
中
国
か
ら
の
観
光
客
の
受
け
入
れ
の
全
面
停
止

を
完
了
し
た
。
さ
ら
に
、
三
〇
日
に
朝
鮮
労
働
党
と
北
朝
鮮
政
府
が

「
緊
急
措
置
」
を
発
動
す
る
と
、
入
国
者
は
一
五
日
間
隔
離
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

国
境
も
事
実
上
、
封
鎖
さ
れ
た
。
す
べ
て
の
旅
客
機
と
旅
客
列
車

を
停
止
す
る
措
置
を
決
定
し
、
二
月
初
め
に
は
国
境
を
越
え
る
旅
客

聖
学
院
大
学
教
授

宮
本 

悟

「
陽
性
患
者
は
い
な
い
」
と
す
る
北
朝
鮮
の
発
表
は
、

疑
わ
し
き
は
ま
ず
隔
離
す
る
感
染
対
策
に
よ
る
。

軍
事
訓
練
の
映
像
な
ど
か
ら
、
伺
い
知
る
こ
と
の
難
し
い

感
染
の
状
況
や
北
朝
鮮
社
会
へ
の
影
響
を
読
み
解
く
。

み
や
も
と　

さ
と
る　

二
〇
〇
五
年
三
月
神
戸

大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
。
博
士
（
政
治
学
）。
日
本
国
際
問
題
研
究
所

研
究
員
、
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
准
教
授
を

経
て
現
職
。専
攻
は
国
際
政
治
学
、比
較
政
治
学
、

北
朝
鮮
研
究
。
著
書
に
『
北
朝
鮮
で
は
な
ぜ
軍

事
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
き
な
い
の
か
？
』
な
ど
。

北
朝
鮮

コ
ロ
ナ
禍
の
世
界　

隔
離
措
置
優
先
で
動
揺
な
し
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機
と
旅
客
列
車
の
運
行
が
止
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
若
干
の

例
外
は
あ
っ
た
が
、
北
朝
鮮
と
外
国
と
の
人
々
の
往
来
は
ほ
ぼ
止

ま
っ
た
。
三
月
か
ら
旅
客
機
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
た
こ
と
は

確
認
で
き
る
が
、
も
と
も
と
便
数
が
少
な
い
上
に
キ
ャ
ン
セ
ル
率
が

高
い
た
め
、
あ
ま
り
機
能
し
て
い
な
い
。

 

「
緊
急
措
置
」
に
よ
っ
て
換
気
・
手
洗
い
・
マ
ス
ク
着
用
が
各
地
で

宣
伝
・
奨
励
さ
れ
は
じ
め
、
二
月
中
に
マ
ス
ク
の
増
産
と
一
般
人
の

屋
外
で
の
マ
ス
ク
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
二
月
三
日
、
北
朝

鮮
は
、
世
界
に
治
療
法
が
な
い
の
で
予
防
が
最
善
で
あ
る
と
の
専
門

家
の
見
解
を
出
し
て
お
り
、
感
染
予
防
活
動
に
は
こ
と
さ
ら
力
を

入
れ
て
い
た
。

　

同
時
に
住
民
の
医
療
監
視
を
強
め
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
々
の
早

期
発
見
と
隔
離
・
入
院
が
始
ま
っ
た
。
治
療
法
が
な
い
た
め
、
感
染

が
疑
わ
れ
た
ら
、
ま
ず
隔
離
・
入
院
さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た

の
で
あ
る
。
二
月
一
二
日
に
は
隔
離
期
間
が
三
〇
日
に
延
長
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
一
五
日
間
の
予
定
で
隔
離
さ
れ
て
い
た
人
た
ち
も
三
〇
日

間
隔
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

隔
離
政
策
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
数
の
ず
れ
？　

　

四
月
三
日
に
朝
鮮
中
央
通
信
は
、
北
朝
鮮
で
一
人
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
出
て
い
な
い
と
発
表
し
た
。
こ
れ
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
結
果
が
根
拠
で
あ
る
。
W
H
O
が
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
四
月
二
日
ま
で
に
北
朝
鮮
で
は
計
七
〇
九
人
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
実
施
し
た
。
内
訳
は
外
国
人
一
一
人
と
北
朝
鮮
人
六
九
八
名
で

あ
る
。
そ
の
七
〇
九
人
の
中
で
陽
性
反
応
の
事
例
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
代
わ
り
、
北
朝
鮮
は
隔
離
・
入
院
者
が
多
い
。
二
〇
一
九
年

一
二
月
三
一
日
以
降
、
四
月
二
日
ま
で
三
八
〇
人
の
外
国
人
を
含

む
、
計
二
万
四
八
四
二
人
の
隔
離
が
解
除
さ
れ
た
と
い
う
。
四
月
二

日
の
時
点
で
の
隔
離
者
は
外
国
人
二
人
と
北
朝
鮮
人
五
〇
七
人
の

計
五
〇
九
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
四
月
二
日
ま
で
の
累
計
で
外
国
人

三
八
二
人
、
北
朝
鮮
人
二
万
四
九
六
九
人
の
計
二
万
五
三
五
一
人
が

隔
離
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

北
朝
鮮
の
隔
離
政
策
は
、「
疑
わ
し
き
者
は
検
査
よ
り
も
隔
離
・

入
院
さ
せ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
隔
離
・
入
院
施
設
に
は
病

院
も
自
宅
も
使
わ
れ
た
。
だ
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
対
象
者
よ
り
も
隔
離

者
が
多
く
、
他
国
と
は
全
く
逆
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
数
多
く

の
感
染
が
疑
わ
し
い
隔
離
者
が
い
な
が
ら
、
検
査
が
ご
く
少
数
と
い

う
こ
と
は
、そ
れ
だ
け
検
査
漏
れ
が
あ
っ
た
可
能
性
を
残
し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
北
朝
鮮
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
全
く
い
な
い

と
い
う
の
は
疑
わ
し
い
。
し
か
し
、
問
題
に
な
る
ほ
ど
感
染
者
が
い

る
と
も
思
え
な
い
。
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軍
事
活
動
に
は
影
響
な
し
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
軍
事
活
動
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
、

ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
一
般
人

向
け
な
の
で
、
労
働
党
幹
部
や
政
府
幹
部
、
軍
人
に
は
そ
の
ま
ま
適

用
さ
れ
な
い
。屋
外
で
の
マ
ス
ク
着
用
義
務
も
一
般
人
だ
け
で
あ
る
。

軍
幹
部
や
兵
士
が
マ
ス
ク
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き

る
が
、そ
れ
も
軍
部
隊
や
時
期
ご
と
に
方
針
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

マ
ス
ク
着
用
が
確
認
で
き
な
い
場
合
も
あ
れ
ば
、
兵
士
だ
け
が
マ
ス

ク
を
し
て
軍
幹
部
は
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

北
朝
鮮
は
、
都
市
封
鎖
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
国
境
封
鎖

を
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
国
内
の
軍
事
活
動
を
中
止
す
る
理

由
は
な
い
。
一
般
社
会
で
大
き
な
行
事
が
中
止
さ
れ
て
も
、
一
般
社

会
と
切
り
離
さ
れ
て
い
る
軍
事
訓
練
や
実
験
は
続
け
ら
れ
る
。

　

北
朝
鮮
の
新
し
い
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
打
ち
上
げ
は
、
第
二

回
米
朝
首
脳
会
談
の
前
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
六
日
に
報
道
さ
れ

た
国
防
科
学
院
の
実
験
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、一
九
年
に
続
い
て
、

今
年
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
超
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
砲
な
ど
に
よ

る
訓
練
も
同
様
に
続
い
て
い
る
。
表
１
に
示
し
た
今
年
二
月
か
ら
四

月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
軍
事
訓
練
や
実
験
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ル
ー
テ
ィ
ン
と
し
て
の
軍
事
活
動

人民軍部隊の合同打撃訓練
 
人民軍前線長距離砲兵区分隊の
火力打撃訓練 

人民軍前線長距離砲兵区分隊の
火力打撃訓練
 
人民軍第7軍団と第9軍団
管下砲兵部隊の砲撃対抗競技
 
人民軍西部前線大連合部隊の
砲撃対抗競技

戦術誘導兵器の模範射撃

超大型ロケット砲の試射
 
人民軍の軍団別迫撃砲兵
区分隊の砲撃訓練
 
不明

〇確認可 ×確認不可 △一部確認可

月日 内容
短距離弾道ミサ
イルまたは超大
型ロケット砲

朝鮮中央
通信報道

最高司令官・
金正恩参加

参謀総長・
朴正天参加

軍幹部・兵士
のマスク着用

表1　最近の北朝鮮による軍事訓練・実験

2月28日

3月2日

3月9日

3月12日

3月20日

3月21日

3月29日

×

4月14日

2月29日

3月3日

3月10日

3月13日

3月21日

3月22日

3月30日

4月10日

×

×

×

× ×

×

×

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

×

◯ ◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

×

×

◯

◯

◯

×

△

（筆者作成）
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が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

政
治
・
経
済
へ
の
影
響

　

北
朝
鮮
で
は
、二
〇
一
六
年
か
ら
「
国
家
経
済
発
展
五
ヵ
年
戦
略
」

が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
今
年
二
〇
二
〇
年
は
そ
の
最
終
年
で
あ
る
か

ら
、
計
画
さ
れ
て
い
た
目
標
を
達
成
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、「
国
家
経
済
発
展
五
ヵ
年
戦
略
」
は
目
標
が
ほ
と
ん
ど
公

表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
達
成
で
き
な
く
て
も
政
治
的
に
大
き
な

影
響
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
北
朝
鮮
は
国
境
封
鎖
を
し
て
い
て
も
都
市
封
鎖
は
し
て
い

な
い
の
で
、
国
内
の
一
般
的
な
経
済
活
動
は
従
来
通
り
続
け
ら
れ
て

い
る
。
感
染
予
防
活
動
を
強
化
し
た
と
は
い
え
、
一
般
の
経
済
活
動

へ
の
影
響
は
見
ら
れ
な
い
。「
国
家
経
済
発
展
五
ヵ
年
戦
略
」
で
目

標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
大
き
な
建
設
事
業
な
ど
も
続
け
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
数
多
く
の
人
々
が
集
ま
る
大
き
な
行
事
は
中
止
や
縮

小
、
延
期
さ
れ
て
い
る
。

　

も
と
も
と
北
朝
鮮
は
自
由
貿
易
を
否
定
し
、
国
連
安
保
理
制
裁
を

受
け
て
い
る
の
で
貿
易
規
模
は
小
さ
い
。
し
か
も
、
国
境
を
封
鎖
し

た
と
は
い
え
、
貿
易
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
検
疫
は
強
め

ら
れ
た
の
で
、
貿
易
規
模
は
さ
ら
に
縮
小
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
外

国
か
ら
の
入
国
者
と
輸
入
物
資
に
対
す
る
検
診
・
検
疫
の
担
当
は
、

中
央
衛
生
防
疫
所
と
国
家
品
質
監
督
委
員
会
で
あ
り
、
輸
入
物
資
を

運
ん
だ
車
両
や
船
舶
、
さ
ら
に
物
資
は
検
査
の
上
、
消
毒
を
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
物
資
は
閉
鎖
さ
れ
た
場
所
に
一
〇
日
間
自
然
放
置

し
て
か
ら
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
、
世
界
的
な
感
染
拡
大
が
終
息
す

る
ま
で
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
四
月
一
一
日
に
開
催
さ

れ
た
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
政
治
局
会
議
で
は
「
ウ
イ
ル
ス
流
入

を
徹
底
的
に
遮
断
す
る
た
め
の
国
家
的
な
対
策
を
続
け
て
厳
格
に
実

施
す
る
こ
と
」
を
決
定
し
た
。
一
部
緩
和
さ
れ
始
め
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
が
、
国
境
封
鎖
は
基
本
的
に
は
続
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

四
月
に
な
っ
て
も
、
経
済
状
況
の
大
き
な
変
動
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
予
定
よ
り
二
日
遅
れ
て
一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
最
高
人
民

会
議
（
国
会
に
該
当
）
第
一
四
期
第
三
次
会
議
で
公
表
さ
れ
た
予
算

案
で
も
、
昨
年
に
比
べ
て
大
き
な
変
化
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
最

高
人
民
会
議
で
重
要
建
設
対
象
の
一
つ
に
示
さ
れ
た
順
川
燐
肥
料
工

場
も
完
成
し
、
五
月
一
日
に
は
金
正
恩
委
員
長
が
参
加
し
て
竣
工
式

が
実
施
さ
れ
た
。
も
う
一
つ
、
重
要
建
設
対
象
に
示
さ
れ
た
元
山
葛

麻
海
岸
観
光
地
区
の
開
発
も
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
の
政
治
や
経

済
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
現
段
階
で

は
確
認
で
き
な
い
。
●




